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       会長 岩井和彦 
 

  先日行われましたクラブ活性化ワークショップにつ

いて少しお話させていただきます。当クラブからは、

私と水野戦略委員長・石蔵公共イメージ委員長・葉山R

財団委員長の他、中川ラーニング副委員長・延岡ガバ

ナーノミニー・アクトから杉田会員の７名参加でし

た。まず、行動計画と３年間の目標設定について話が

あり、戦略計画を2019年にスタートして５年たったが

クラブレベルの奉仕活動に浸透していないとのこと

で、我がクラブも2014～2015鳥井年度に人吉RC戦略計

画委員会が立ち上げられましたが未だ形になっており

ません。熊本江南RCの井戸川直前会長の戦略計画の作

成についての事例紹介では戦略計画作成にあたりパス

ト会長・会長・会長エレクトを入れた委員会を作り３

年間同一メンバーで作り上げたとのことでした。当ク

ラブも本年度委員会は委員会メンバーにパスト会長を

中心に会長・会長エレクトを入れたメンバー構成で３

年間固定メンバーとして本気で制作にあたろうと思い

         

 国歌斉唱・Ｒソング斉唱 

 会長の時間 

 幹事報告 

 出席率報告、R財団認証ピン贈呈 

 寄付カード 

      第１回クラブ協議会 後半 

ます。また、大分キャピタルRCの会員増強・維持の事

例紹介では大分キャピタル01ioli衛星クラブの話があ

りましたが私的にはアクトとロータリーの中間みたい

な存在でピンときませんでした。余談ですが、衛星ク

ラブというのはネット上で例会を行うクラブと思って

いましたが葉山委員長と話していたらどうもロータ

リークラブを惑星に例えてその衛星という事なのかな

と思ったところです、間違っていたらすみません。 

 その後、各クラブに分かれて「クラブの未来を考え

よう!」の議題でワークショップが行われ活発な意見が

出て有意義な話ができました。以上クラブ活性化ワー

クショップの話でしたがピントが合っていなかったら

参加された方の修正を次回例会でもお願いいたしま

す。 

 さて、本日7月26日は幽霊の日であります。1825年に

四代目鶴屋南北作の「東海道四谷怪談」が江戸の中村

座で初演されたことを祈念して制定されたようです。

この物語は、お岩さんという女性が夫に毒殺され、そ

の怨念から幽霊となって夫に復讐を果たすという物語

です。「番長皿屋敷」という話がありますが皿屋敷の

幽霊はお菊さんで「一枚・二枚…」の話で、四谷怪談

はお岩さんで「うらめしや～」ですのでお間違いな

く。幽霊といえば人吉にも幽霊寺で有名な永国寺があ

ります。一四〇八年実底和尚により開山されたお寺

で、寺伝によると近郷のある男の妾が本妻の嫉妬に悩

んで身投げした後、幽霊となって本妻を苦しめていた

のを初代実底和尚が幽霊の醜い姿を描いて幽霊に見せ

たところあまりに醜い姿に驚いた幽霊が和尚に引導を

請い、和尚の引導により成仏したという話のようで

す。私もお寺のすぐそばに60年ほど住んでいますが未

だ幽霊を見たことがありません。これもひとえに実底

和尚のおかげと感謝しております。 

 幽霊の話のついでに、来週8月3日(土)は永国寺で幽

霊祭りが開催されます。幽霊の掛け軸が年に一度だけ

本物がご開帳されますので前和尚曰く掛け軸を見ると

(足が出ない)そうなのでお金が減らないかもしれませ

ん。ちなみに昨年は、うちの家の前の交差点が渋谷の

スクランブル交差点・裏の運動場が原宿の竹下通りか

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「我等の生業」 



と思うくらい人があふれていましたので今年がどう

かはわかりませんがお子様やお孫さんを連れて行か

れる方はそれなりの覚悟でお出かけください。取り

留めも無い話になりましたが終わります。 

 
    
   幹事 伊久美早利 
 

〇第２回定例理事会報告 

・第1号議案 「新会員候補者（3名）入会の件」 

 小川孝博氏、田口善浩氏、大山善生氏  

 いずれも賛成47反対0で入会承認 入会式は8/9予定 

・第2号議案「例会場所変更の件」 

次週例会はひまわり亭に変更して18時半から実施 
 
〇「2720地区4部門合同セミナー」の案内 

・9月14日(土)13時～16時半 

 於：市民会館 シアーズホーム夢ホール 

・ロータリー財団部門、青少年奉仕部門、公共イ 

 メージ部門、会員増強部門の4部門 

・対象は会長、会長エレクト、入歴5年以内の会員、  

 ローターアクト並びに出席会員のご家族、知人、 

 入会候補者、職場の方など一般の方も 

〇ポリオプラスソサエティ募集の案内（再） 

・毎年100ドルを寄付してもらう人を登録 

・登録すれば登録証とソサエティメンバーのピン 

 バッチをもらえる 

※例会中回覧するので希望者は氏名を記入のこと 

〇パスト会長会の案内 

・本日例会終了後 

・議題：ガバナー補佐候補選出について 

〇今後の例会について 

・8/2 18時半 納涼家族例会 ひまわり亭 

・8/9 12時半 通常例会 あゆの里 

・8/16 休会 
    

  委員長 吉野孝司 

【Ｒ財団寄付認証ピン贈呈】 

 
 
第２回 マルチプル 

ポール･ハリス･フェロー  

    本田 節会員 

【寄付カード】   

〈ニコニコ箱〉 

・岩井会長 私のかわいい後輩が入会を認められた 

 のでニコニコします。              

〈Ｒ財団〉 

・葉山会員 連日人吉一中が人吉新聞で賑わせてお 

 りますが、24日に運動会の優勝旗を一中卒業50周 

 年記念で同窓会を開催し、皆さんの好意で贈るこ 

 とが出来ました。石蔵社長掲載いただきありがと 

 うございました。            

 

      点 鐘   岩井和彦 会長 

 

         第１回クラブ協議会 後半  

                         進行 岩井和彦会長 

【奉仕プロジェクト委員会】 
委員長）岩井和彦 副）伊久美早利 

委 員）戸高克彦 新堀純子 竹長一幸 井手富浩 

  渡辺洋文 岡本明徳 加登住亮 青木一幸 有馬宏昭 

１．方 針 

奉仕プロジェクト委員会は、職業奉仕・社会奉仕・

環境保全・地域発展・青少年奉仕・ローターアク

ト・国際奉仕・米山記念奨学の8委員会で構成さ

れ、各委員会の奉仕活動がスムーズに行くよう協力

いたします。 

２．計 画 

各委員会の計画が円滑に行われるよう協力すると共

に、各委員会が目標を達成できるよう努力します。 
 
【職業奉仕委員会】 
委員長）戸高克彦 副）片岡啓一 

委 員）岡啓嗣郎 外山博之 有村智洋 

１．方 針 

職業奉仕への理解を深め、人吉ロータリークラブで

の活動の意義や目的を考え、地域貢献、社会貢献に

つながる活動を行う。 

２．計 画 

① 職業奉仕月間卓話（1月） 

② 優良職員表彰（4月） 

③ 職場訪問例会（5月） 

④ 会員企業の経営理念･社是･社訓を会報に掲載  

  する。 

職業奉仕を考える上で、会員皆様の事業所で掲げら

れている経営理念や社是にはロータリー活動の根源

と繋がる部分があるのではないかと思い計画いたし

ました。是非、ご迷惑でなければ掲載にご協力をお

願いたします。 

３．予 算140,000円 

・優良職員表彰120,000 ・職場訪問10,000 

・委員会費5,000    ・資料代5,000 
 
【社会奉仕委員会】 
社会奉仕担当理事 新堀純子 

委員長）竹長一幸 副）山口貴弘 

委 員）友永和宏 吉野孝司 中村太郎 内藤靖雄 

      冨森 将 愛甲 碧 米田幸司 

社会奉仕委員会の方針としては、地域社会の人々の

援助となるよう、教育的、人道的なプロジェクトを

計画し実施して行きます。具体的な活動内容として

は、今年度も地区の補助金を活用してチャレンジ

カップ陸上競技大会を開催します。 

日程は11月2日(土)、場所は多良木町陸上競技場で

行います。今年で8回目を迎え、当クラブの年間行

事としても定着してきていますので、今回も良い大

会になるよう準備を進めて行きたいと思っています

ので、皆様のご協力をお願いします。 

予算としては、委員会費として5,000円を計上して

現 会 員 数   48名 出席免除会員数 0名 

出席義務会員数 48名 

 欠 席 者 数 14名 

出 席 者 数 34名 
 

免除会員出席数 0名 



います。その他、特別会計として、 

チャレンジカップの費用 270,000円 

人吉市暴力団追放協議会会費 10,000円 

人吉球磨総合美展ロータリー賞 10,000円 

犯罪被害者支援センター賛助会員費 20,000円 
 
【環境保全委員会】 
社会奉仕担当理事 新堀純子 

委員長）井手富浩 副）宮原和広 

委 員）友永和宏 吉野孝司 中村太郎 内藤靖雄 

      冨森 将 愛甲 碧 米田幸司 

１．方 針 

広域的な自然環境保全への視点を持ち、地域の取

り組みに参加協力し、また環境問題に対する啓発

活動を行なう。 

２．計 画 

① 早朝例会の実施（10/11 予定 実施場所未定） 

② 地域のクリーン作戦への参加 

 （１）花火大会の明朝（8/16 予定） 

 （２）その他クリーン作戦発動の時 

③ 環境問題に関する卓話 

 （RI4月の環境月間4/18 予定） 

３．予算20,000円 

・外部卓話10,000 ・委員会費10,000 
 
【地域発展委員会】 
社会奉仕担当理事 新堀純子 

委員長）渡辺洋文 副）本田 節 

委 員）友永和宏 吉野孝司 中村太郎 内藤靖雄 

      冨森 将 愛甲 碧 米田幸司 

１．方 針 

地域発展委員会もマンネリ化して、委員会を存続

するのか止めるのかの時期に来ているのかもしれ

ませんが、表彰するために誰か探してきて表彰す

るというのは何か違うと思うので、ふさわしい人

がおられたら、ご本人に確認して表彰をさせてい

ただきたいと思います。 

２．計 画 

１．10 月に該当者が決まりましたら、地域発展功  

  労者表彰を行います。 

２．地域発展に関する活動をされてる個人、団体 

  より卓話をお願いする。 

３．予算20,000円 

・外部卓話10,000 ・委員会費10,000 
 
【青少年奉仕委員会】 
青少年奉仕担当理事 竹長一幸 

委員長）岡本明徳 副）上村祐一 

委 員）鳥井正徳 永尾禎規 尾上暢浩 平田フク  

        石蔵尚之 安達玄一 吉沢雅人 

１．方 針 

若い世代のリーダーがリーダーシップのスキルを

身につけるとともに、奉仕の価値観を学べるよ

う、ローターアクト委員会や地域の関係団体と協

力して支援を行う。 

２．計 画 

① 人吉市青少年育成市民会議への参加 

② 青少年奉仕月間時に外部卓話を実施する 

③ ロータリー青少年指導者養成プログラム 

  （RYLA）に対する理解を深めてもらうととも 

  に、同プログラムへの参加を促す 

３．予算15,000円 

・委員会費5,000 ・外部卓話10,000 
 
【ローターアクト委員会】 
青少年奉仕担当理事 竹長一幸 

委員長）加登住 亮 副）水野虎彦 

委 員）鳥井正徳 永尾禎規 尾上暢浩 平田フク  

        石蔵尚之 安達玄一 吉沢雅人 

１．方 針 

ローターアクトクラブは、奉仕活動そのものに目

的があるのではなく、奉仕を通じて会員の指導力

の開発と市民精神の育成をねらいとしています。

アクトクラブ会員同士やRC 会員、地域とのかかわ

りの中での学びの場となるよう活動の支援を行い

ます。また、会員拡大においても同様に支援して

いきます。 

２．計 画 

①

②ロートアクトクラブの会員増強支援 

③その他地区事業における支援 

３．予算 

委員会費25,000円 
 
【国際奉仕委員会】 
委員長）青木一幸 副）浅野 強 

委 員）北昌二郎 小笠原賢治 岩下幸司 

１．方 針 

 国際交流、奉仕のあり方を新たに再構築する年 

 としたい。 

２．計 画 

・ 姉妹クラブの韓国慶山ロータリークラブ創立50  

   周年記念式典及び姉妹クラブ調印式に訪韓す 

   る。（１月１７日（予定）） 

・２月の担当卓話は地区委員会にお願いする。 

３．予算 

委員会費60,000円  訪問交流費用は別途 
 
【米山記念奨学委員会】 
委員長）有馬宏昭 副）堤 正博 

委 員）延岡研一 増田隆二 中島博之 

１．方 針 

米山記念奨学会は、ロータリアンからの寄付金を

財源として、日本で学ぶ私費外国人留学生に奨学

金を支給し、支援する国際奨学事業です。将来、

日本と世界を結ぶ「架け橋」となって国際社会で

活躍し、ロータリー活動の良き理解者となる人材

を育成することが、事業の使命です。会員の皆様

にはこの制度の趣旨をご理解いただき、寄付のご

協力をお願い致します。 

２．計 画 

○米山月間(10月)に米山奨学生を招待し、米山奨 

 学会への理解と協力をお願いする。 

○会員1 人当たり年間6,000円の寄付をお願いす

る。（内、2,000円は100万ドルの食事から捻出） 

３．予算35,000円 

・委員会費5,000 ・米山奨学生招待事業費30,000 
 
【ロータリー財団委員会】 
委員長）葉山稔洋 副）浦田繁喜 

委 員）中川貴夫 大久保勝人 

１．方 針 

ロータリー財団の使命(ロータリアンが、健康状態



を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済する

ことを通じて、世界理解・親善・平和を達成出来

るようにする事) を理解し、財団の標語「世界で

よいことをしよう」を実践する 

２．計 画 

１．ポリオプラス基金に(寄付30ドル以上/ 人)  

  し、ポリオ根絶に協力する 

２．年次基金150 ドル以上/ 人 

３．ポール・ハリス・フェロー３名 

 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー２名の 

 認証者を目指す（寄付額の一覧表を作成する） 

４．寄付の手段としてロータリーカードの入会と 

  使用を推進する 

３．予 算 

委員会費10,000円 
 
【人吉RC奨学基金委員会】 
委員長）葉山稔洋 副）石蔵尚之 

委 員）青木一幸 北昌二郎 水野虎彦 鳥井正徳 

１．方 針 

ロータリー奉仕の精神に基づき、地域社会の教育

振興の向上発展に寄与し、厳しい家庭環境にも負

けず頑張る高校生の、夢と希望の実現達成の為

に、奨学金を給付する。 

２．計 画 

年間を通して奨学生の募集、高校や奨学生との連

携、例会での報告、奨学金の給付等実施する 

８月例会において奨学生による卓話 

11月事年度奨学生候補者推薦書を各高校に依頼 

１月新奨学生候補者推薦書及び作文の受領 

２月理事会で新奨学生の決定及び例会で報告 

３月各校へ奨学生決定通知書及び奨学金振込口座 

  申請書送付 

４月新年度奨学金給付式(人吉高校･球磨工業高校) 

（※認定額授与は、1度だけとする） 

３．予 算53,400円 

・奨学生認定額48,400 ・委員会費5,000 
 
【キッチンカー管理運営委員会】 
委員長）本田 節 副）中川貴夫 

委 員）葉山稔洋 

１．方 針 

これまで平成28年の熊本・大分地震、そして令和2 

年7月4日の球磨川大豪雨災害、令和6年1月1日の能

登半島地震の発生時には、第2720地区復興支援プ

ロジェクトによる“命のロータリーキッチン

カー”を活用し、被災者への支援と交流を行って

まいりました。人吉・球磨においては被災後４年

が経過し復旧復興も進んでまいりました。しかし

ながら、今後もいつ時発生するか分からない災害

に向けての防災・減災・備災に対する啓発活動と

して、また、公共イメージ向上に向けてまちづく

りや青少年奉仕においても多面的に活動してまい

りたいと思います。 

２．計 画 

① 昨年度より、“命のロータリーキッチンカー” 

の出動が地域社会に奉仕できて、広く公共イメー

ジ向上につながると委員会で判断された場合、活

用していく。 

② これまでのように、地域のボランティアグルー

プとも連携して、防災やまちづくりのネットワー

クを活かした地域貢献に努めていきたい。 

③

予算0円 

※地区より必要と認められた場合には予算措置有り 
 
【人吉RC戦略計画委員会】 
委員長）水野虎彦 副）石蔵尚之 

委 員）岩井和彦 伊久美早利 片岡啓一 

    中川貴夫 葉山稔洋 青木一幸 塚本哲也 

クラブ戦略計画については本日の会長の時間の中

で岩井会長が触れられましたので重複するところ

もあるかと存じますがご報告申し上げます。 

副委員長 石蔵会員 委員に岩井会長・伊久美幹

事・片岡会員・中川会員・葉山会員・青木会員・

塚本会員 以上３年固定で進めて参ります。 

【方針】 

「戦略計画立案ガイド」という立案マニュアルの

ような冊子が出ておりまして、この策定ステップ

に沿ってビジョンと行動計画を策定致します。 

 第１段階：現状分析 

 第２段階：ビジョン作成 

 第３段階：計画の作成 

 第４段階：進捗の確認 

このようにステップを踏みながら進めて参りま

す。岩井会長が仰いましたとおり本委員会は以前

から存在しておりましたけれども、一歩も進捗し

ておりません。しかし先日（7月21日・於グラン

メッセ）地区のクラブ活性化ワークショップに岩

井会長・中川理事共々５名で参加して参りまし

た。今後のクラブ戦略計画立案に大いにヒントを

得ましたし、何より我がクラブからは地区のクラ

ブ戦略計画委員会へ伊久美幹事が出向していただ

いておりますので私共としては大変心強く感じて

いるところでございます。 
 
【会報委員会】 
公共イメージ担当理事 石蔵尚之 

委員長）有村知洋 副）吉沢雅人 

委 員）浅野 強 葉山稔洋 本田 節 片岡啓一 冨森 将 

１．方 針 

① 人吉ロータリークラブの例会の活動・イベント 

  を分かりやすく読みやすい会報にし、会員の 

  方々にお知らせする。 

② クラブの活動を地域に向かって広げ、クラブの 

  活動を発信する。 

③ 各例会・各委員会の活動報告を掲載する。 

④ 委員会活動を通じて会員相互の親睦を深める。 

２．計 画 

① 各例会、各委員会の活動報告を掲載する。 

② 例会のプログラムを確認する。 

③ 卓話者の方へ原稿の提出をお願いする。 

④ クラブの認知度を高めるため.地域に広報する 

３．予算346,000円 

・会報ファイル6,000 

・会報印刷340,000       

 

 

        閉   会 


